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藤永康成、雄山一樹、一戸記人、山田哲、林原勇斗、愛多地康雄、木藤善浩、丸山克也：「

Precision Medicine時代のAbdominal Imaging 2022腹部画像診断の最新動向とすぐそこ
の未来に備えて　前編 MRI US IT」MRI腹部領域における技術の到達点および臨床の最前
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山田哲：「大腸癌肝転移のための画像診断ー薬物療法後の評価を中心にー：大腸癌肝転移

におけるMRI診断」：日獨医報　第66巻第2号（14-22）2022

【国際学会】

Yamada A:「New methods and technologies for disease screening : Artificial
Intelligence and disease screening」
50th National Congress of the Italian Society of Medical and Interventional
Radiology（Rome, Italy)
2022.10.6-10.9

Yamada A:（W5B-SPPH)「Automatic Evaluation of Appropriateness for Abdominal
Dynamic Contrast-Enhanced CT Phases Using Deep Convolutional Neural
Network Trained by Quantitative Index for Dynamic Contrast-Enhanced CT
Phases」
RSNA（The Radiological Society of North America)2022（Chicago)
2022.11.27-12.1

Ichinohe F, Oyama K, Yamada A, Hayashihara H, Adachi Y, Kitoh Y,
Kanki Y, Maruyama K, Marcel Dominik Nickel, Fujinaga Y :
Usefulness of breath-hold fat-suppressed T2-weighted image (FS-T2WI) with
deep learning-based reconstruction compared to free-breathing turbo spin echo
FS-T2WI. Radiological Society of North America 2022 annual meeting (Chicago)
2022.11.27-12.1

【国内学会・研究会】

山田哲：Gd-EOB-DTPA　造影 MRI コンパートメントモデル解析による免疫チェックポイント
阻害薬治療抵抗性肝細胞癌 subtype推定の検討（講演）. 「第28回肝血流動態・機能イメー
ジ研究会」（信州大学）2022.1.30



轟圭介：転移性肺腫瘍の画像診断〜悪性黒色腫肺転移のCT所見について〜（講演）.信州
肺がんセミナー2022（キッセイ文化ホール）2022.2.4

一戸記人、金子智喜、青沼宇倫、上田一生、田中美佳、平澤大、山田圭一、

上原剛、荻原利浩、藤永康成：脳腫瘍画像診断レポートにおけるdeep learningによる所見抽
出.第51回日本神経放射線学会（ハイブリッド開催)（東京）2022.2.18-19

杉村美優、小岩井慶一郎、平澤大、遠藤優希、水畑戒、伊奈廣信、深澤歩、鬼頭良輔、酒井

洋徳、藤永康成：頭頸部扁平上皮癌に対する術後強度変調放射線治療の有効性.　第458回
日本医学放射線学会関東地方会（Web開催）2022.2.26

山田圭一、小松大祐、雄山一樹、黒住昌弘、金子智喜、藤永康成、永井史緒：穿刺吸引時に

瘻孔が判明した第一鰓裂嚢胞の一例.　第458回日本医学放射線学会関東地方会定期大会（
web開催）2022.3.1-3.31

野中智文、田中美佳、吉澤恵理子、小松舞、宮川雄輔、上原魁、藤永康成：仙骨前面骨髄脂

肪腫の1例．日本医学放射線学会関東地方会第458回定期大会 2022.3.1-3.31
（オンデマンド配信期間）

（※コロナ感染拡大防止のため、オンデマンドでのデジタルポスター）

平澤大、轟圭介、高橋正明、川上聡、藤永康成、信岡恵実、浅香志穂：胸壁結核の１例.　第
458回日本医学放射線学会関東地方会定期大会（web開催）2022 3.1-3.31

　山田哲：画像診断におけるAIの臨床応用と画像診断医の役割（講演）
「第24回関西Radiology Update講演会」（オンライン開催）2022.3.12

上田一生：画像医学 ZoomNetworkMeeting（特別講演1）「第20回 TNR倶楽部」
（ホテルブエナビスタ）2022.3.26

藤永康成：ランチョンセミナー12「1.Gd-EOB-DTPA造影MRIによる肝細胞癌診断update」「
2.Liver metastases-VALUE of EOB-MRI revisited in 2022」（座長）「第81回日本医学放射
線学会総会」（横浜）2022.4.16

吉澤恵理子，山田哲，窪田弘幸，佐々木祥之，愛多地康雄，木藤善浩，一戸記人，



高橋正明，宮越隆弘，藤永康成：

機械学習を用いた非造影 dual-energy CT解析では脂肪肝と肝硬度を MRI と同等の精度て
゙評価出来る. 「第81回日本医学放射線学会」 （横浜）2022.4.16

藤永康成：パネルディスカッション1：肝癌画像診断の新たな展望；肝ダイナミックMRIにおける
圧縮センシングを用い多時相動脈優位相の有用性（講演）.第58回日本肝癌研究会（虎ノ門ヒ
ルズフォーラム）2022.5.12-5.13

山田哲：シンポジウム1：「医療機器のイノベーション」医療現場で期待されるハンズフリーソ
リューション〜音声認識による医療機器の操作〜（講演）.第97回日本医療機器学会大会（パ
シフィコ横浜）2022.6.2-6.4

野口美帆、永井史緒、杠俊介、深松史聡、小松大祐、黒住昌弘、藤永康成：切除後再発した

鼠径部AVMに対してハイブリッド治療を行った症例.第42回総会および第84回例会プログラ
ム (信州大学医学部附属病院大会議室）2022.6.4

藤永康成 : ランチョンセミナー14 「断原と発治性療肝:悪肝性細腫胞瘍癌の画像診断と治療:
肝細胞癌および肝内胆管癌を中心に」（講演）

第51回日本IVR学会総会　(神戸) 2022.6.4-6.6

深松史聡 : A case of racemose hemangioma with intrapulmonary and mediastinal
bronchial artery aneurysms(poster).第51回日本IVR学会総会（兵庫） 2022.06.04-06.06

竹腰大也、塚原嘉典、黒住昌弘、深松史聡、福澤拓哉、田中美佳、山田圭一、藤永康成：A
case of adrenal venous sampling in primary aldosteronism with left inferior vena cava.
第51回日本IVR学会総会 (神戸) (Web開催) 2022.6.4-6.6

山田哲：イブニングセミナー「Dual Energy CT:臨床応用の可能性と課題、将来展望」（講演）.
第35回日本腹部放射線学会（高知県立県民文化ホール）2022.6.24

野中智文、大彌歩、遠藤瑞穂、井田耕一、小林翔太、藤野翔太郎、藤永康成：gliomatosis
peritoneiを伴った子宮原発未熟奇形腫の１例．第35回腹部放射線学会（高知）（Web開催）
2022.6.24-6.25

藤永康成：セッション8大会長公募症例：消化器（9題）（座長）.第35回日本腹部放射線学会
（高知県立県民文化ホール）2022.6.25



山田哲：「臨床に役立つ腹部領域の画像診断」（講演）.ゲルベ・ジャパンWebセミナー　（Web
開催）　2022.6.29

山田哲：「最新技術と撮影技術の融合」（Web講演）第18回信州CT技術ミーティング（Web開
催）2022.7.23

塚原嘉典：教育講演17肝腫瘤性の画像診断（２）肝悪性腫瘍（肝細胞以外）の画像診断.第
58回日本医学放射線学会秋季臨床大会(web開催) 2022.9.2-9.4

藤永康成：共催セミナー　（座長）.第58回日本医学放射線学会秋季臨床大会
（東京ドーム）2022.9.3

一戸記人、雄山一樹、山田哲、林原勇斗、愛多地康雄、木藤善浩、神吉勇佑、丸山克也、

Nickel Dominik Marcel、藤永康成：深層学習を用いた呼吸停止下T2強調像の有用性に関す
る検討：自由呼吸下turbo spin echo法との比較.第50回日本磁気共鳴学会大会 (ハイブリッ
ド開催) (名古屋) 2022.9.9-11

藤永康成：ランチョンセミナー（座長）第50回日本磁気共鳴医学会大会（名古屋）
2022.9.10

山田哲：ランチョンセミナー12「肝転移におけるMRI診断」（講演）第50回日本磁気共鳴医学
会大会（名古屋）　2022.9.10

藤永康成：口演4：「胆道II」（画像コメンテーター）第76回日本消化器画像診断研究会（新潟
市）2022.9.23

青沼宇倫、吉澤恵理子、大彌歩、山田哲、山崎智生、清水明、副島雄二、玉田恒、

上原剛、藤永康成：「診断に苦慮した肝間葉系腫瘍の一例」

第76回消化器画像診断研究会（新潟市）2022.9.23-24

藤永康成：ワークショップ １（講演）JSWI第23回シンポジウム（兵庫県淡路市）
2022.9.30

大彌歩：ワークショップⅢ:子宮頸部胃型形質病変の画像診断－既知と未知－（講演）JSWI
第23回シンポジウム（兵庫県淡路市）
2022.9.30



杉浦和紗、大彌歩、竹内穂高、宮本強、浅香志穂、塩沢丹里、藤永康成：子宮頸部胃型粘液

性癌の1例 -MRIと病理の対比-.Japanese Society for the Advancement of Women's
Imaging 23th (兵庫) 2022.09.30-10.01

【地方会】

藤永康成：画像医学に関する講演（特別講演）.第129回中信医学会（松本市）2022.5.28

角田真悠、渡辺智文、岡庭優子、武井一喜、木内貴史、吉田拓弘、中嶋恒二、福澤拓哉： 脳

MRIで経過を追えた低血糖脳症の1例.第69回信州放射線談話会
（長野松代総合病院 7Fホール「まほろば」）2022.6.18

杉浦和紗、松下美奈、轟圭介、川上聡、江口隆、上原剛、藤永康成：微小肺髄膜細胞様結節

(Minute pulmonary meningothelial-like nodules/MPMNs)の1例 .第69回信州放射線談話
会 （長野松代総合病院 7Fホール「まほろば」）2022.6.18

鈴木健史、今井迅、小林健太郎、野中智文、越知泰英、藤永康成：CTの出血前後動脈径比
較が出血源同定の一助となった胆管ステント留置後胆道出血の3例.第69回信州放射線談話
会 （長野松代総合病院 7Fホール「まほろば」）2022.6.18

杉村啓鷹、深澤歩、小岩井慶一郎、伊奈廣信、遠藤優希、水畑戒、藤永康成

：肛門管原発神経内分泌癌に対して化学放射線療法を行った一例.第69回信州放射線談話
会 （長野松代総合病院 7Fホール「まほろば」）2022.6.18

小沢岳澄、水畑戒：当院における緩和的放射線治療紹介患者の実態調査.第69回信州放射
線談話会 （長野松代総合病院 7Fホール「まほろば」）2022.6.18

小岩井慶一郎：第2回前立腺がん医療連携セミナー in信州（座長）. （WEB開催）2022.12.22

遠藤優希：前立腺がんの放射線治療について（講演）

第2回前立腺がん医療連携セミナー in信州（WEB開催）2022.12.22


